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  イソップ物語の「ウサギとカメ」の寓話は、足の速いウサギと足

の遅いカメが競争をし、最終的にはカメが勝利する話です。ウサギ

はカメを甘くみて途中で昼寝をし、一方、カメは着実に歩みを進め

見事に勝利します。この話は「油断大敵」「コツコツ努力する大切

さ」というような教えで紹介されることが多いと思います。しか

し、こんな解釈もあります。「ウサギとカメは、それぞれ見えてい

たところが違っていたから」だと。ウサギは競争相手のカメを意識 

し見ていた、しかし、カメは最終目的のゴールを常に意識し見ていたのだと思います。だ

から周りに惑わされず、ぶれずに集中できたのです。 

 これから、様々な活動を展開していきますが、自分たちが目指しているものは何か？目

的は何か？を明確にしながら、ぶれずに見通しをもって取り組んでいきたいと思います。 
 

生徒会対面式で気持ちを一つに！ 

 ４月９日（金）の生徒会主催の生徒会対面式では、新入生へ向けて、部活動紹介、生徒

会スローガン発表、専門委員会紹介、学校生活紹介が行われました。在校生にとっても、

これまでの取組の確認やこれからの方向性を知ることができる貴重な機会となりました。 

◎ 生徒会スローガン 

  「飛躍」です。目標に向かって生徒一人ひとりが大きく

跳ね上がるように成長していきたいという思いを込めてい

ます。 

◎ 学校生活紹介 

  平川中の一日を寸劇で紹介しました。あいさつの仕方や

授業前後の過ごし方、授業中のきまり、給食やそうじの仕

方などを、生徒会役員が感情豊かに演じました。 
 

学級目標設定、各種検診、授業開始など慌ただしいですが・・・ 

 各学級では学級開きで学級目標決めを行っています。学級の

みんなで決めて、みんなの目標にすることが大切ですので、時

間をかけて決めています。 

身体測定、歯科検診、心電図など、体の状態を確認していま

す。活動を充実させるためには健康であることが大切です。自

分の健康についての意識を高めてほしいです。 

様々な授業も始まっています。新しいクラス、新しい教科

書、新しい先生、新しい刺激がいっぱいです。緊張感をもって

授業に取り組んでいます。 

平川中 美・礼・時 ＋ 自ら育つ 
志を支え才を育む愛があふれた学校を目指して 
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市春季体育大会、チーム一丸で戦いました！ 

 ４月１６日（金）・１７日（土）・１８日に、山口市中学校春季体育大会が市内各所で

行われました。県体へ出場する部活動の成績とキャプテンのコメントをご紹介します。 

○ サッカー 優勝             ○ バレーボール女子 準優勝 

○ バドミントン男子 団体２位、        【入賞は逃したが県体出場】 

個人シングルス       中村 

ダブルス２位（松山・末安）、 岡屋・川口、小川・中 

○ バドミントン女子 団体２位 

個人シングルス１位（林）、３位（倉住） 

             ダブルス１位（稲子田・長谷部）、２位（藤澤・吉岡）、３位（村上・権代） 

○ ソフトテニス男子 個人３位（案野・宗田）    ○ バレーボール男子【県体出場】 

○ 柔道（臨時部） 男子５５ｋｇ級 優勝（谷野）   

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

【欠席連絡のお願い】 

 欠席をされる場合は、７時５０分までに、連絡してください。なお、欠席連絡をしていた

だいた場合でも、担任から欠席の確認をさせていただくことがあります。ご了承ください。 

【４月後半・５月前半の主な予定】 

 

 

 

 

○４月２１日(水)･２２日(木)･２３日(金)･２６日(月) 保護者会・アチカフェ・検尿 
○４月２７日(火)･２８日(水) 耳鼻科検診 
○５月６日(木)        専門委員会 
※５月８日(土) に、ＰＴＡ総会、学年・学級懇談、部活動懇談を予定していましたが、
中止・延期になりました。５月８日（土）は休日とし、１０日(月)の振替休日は通常の
登校日になります。 

サッカー（津島裕太） 

優勝することができた。県大

会出場決定、そして、市で一位

になれた喜びをみんなで味わ

うことができた。 

野球（田村朋也） 

小郡中にコールドで負けた

が、いろいろな課題を見つける

ことができた。次の大会まで練

習を積み重ねていきたい。 

バドミントン女子（林真那） 

団体戦には負けてしまった

が翌日のリベンジ戦では、その

相手に勝ててよい結果を残せ

たので良かった。 

バドミントン男子（中村公威） 

準優勝という結果を残せた

のは先生方、コーチのおかげだ

と感謝している。気を緩めず頑

張っていきたい。 

 

バレーボール女子（松永真奈） 

準優勝、嬉しかった。声を出

してボールをつなぎ、諦めずに

戦うことができた。ミスを練習

で修正し、県体で発揮したい。 

ソフトテニス男子（小林大和） 

僕は、団体も個人もあと１回

勝てば県体に出場できていた

ので悔しかった。次こそは県体

に行きたい。 

ソフトテニス女子（下清水陽香） 

私自身とても後悔するプレ

ーがあった。次の大会はメンバ

ー全員でよい結果が残せるよ

う日々の練習を頑張りたい。 

バレーボール男子（岩田陸央） 

県大会に向けて、たくさんの

課題が見つかった。今後の練習

に生かしたい。 

バスケットボール男子（浴口透和） 

この大会で改善すべきとこ

ろが見つかったので、残り少な

い練習だが、次の大会に向けて

頑張っていきたい。 

バスケットボール女子（田中月美） 

負けてしまったが、１つ１つ

のプレーがよかった。これから

は、１つ１つの技術をもっと高

めていきたい。 

柔道【臨時部】（谷野滉生） 

昨年の夏は３位で悔しい思

いをしたが、今回１位をとれ成

長を感じることができた。次の

県体も好成績を残したい。 


